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※以下の内容を記入し､実験走行日から5日以内に､メールに添付の上､事務局(challenge@rt-tsukuba.jp)までお送
り下さい｡この情報は､つくばチャレンジ2014ホームページで共有します。
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つくばチャレンジ走行実験の内容および結果レポート

つくばﾁｬﾚﾝシ2014第6回実験走行会2014/〃／3（月）
ロボットNo.:142̂ ←02 ﾛポｯﾄ名：Rpc－F

ﾁー ﾑ名̂ 1葉工斥鰐口癖+識↑紳卿嘘記載責任者；隆一燭、

実験の目的(特に準備したことがあれば､それもお書き下さい｡）

､八．ぅvr-9̂ 調荏、畑圃作爪．
、自得産17．宍牧‘
実験の具体的内容と成果

2．1実験の具体的内容

､詐一榔蒙吟ツアへ台帳今］
､牙二採宗̂ 17参二ざウエ迅図ィ部一
2．2実験成果

､汁一採律J-1r領八一誹剛掴1，画趣（求I､軍‘一

＃二浮蒙ｪ1ア‘1色園畔飛
自律走行実験を行ったチームは以下にもお答え下さい。

3．1自律走行の内容

、牙一癖幸鯵w滴、剛＃走向

3．2自律走行の結果(どこまで走れたか等）

、浮一卜鈍､堂‘f牡で略屋ぅ才､←《淵ご拝ざして､迩中tS決啄しだ。

3.3残された課題

、IriVハ軍『M卜ぃ脇怠Z砿蓮ハざL収

;郷ヘキf量化、凹凸〔脇司）層『蒋閥z〆味抜龍州
3.4失敗した理由

、洞u,MiY

、無榊多（、マイ'し，（U恥7
3‘5確認走行を行った場合は､その記録

3.6記録走行を行った場合は､その記録

4.運営側､実行委員へのコメントや質問等があればお書き下さい。
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